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1 序論 

1.1 研究背景 

1.1.1 オープンアクセスとは 
オープンアクセス(Open Access：以下 OA)とは査読された論文がインターネット上にお

いて無料かつ制約無しで利用可能な状態になっているものを指す。代表的な定義として

は、2002年のブダペスト・オープンアクセス・イニシアティヴ(Budapest Open Access 

Initiative：以下 BOAI)による以下のものが挙げられる1,2。 

 

[ピアレビューされた研究文献](中略)が、公衆に開かれたインターネット上において

無料で利用可能であり、閲覧、ダウンロード、コピー、配布、印刷、検索、論文フルテ

キストへのリンク、インデクシングのためのクローリング、ソフトウェアへデータとし

て取り込み、その他合法的目的のための利用が、インターネット自体へのアクセスと不

可分の障壁以外の、財政的、法的また技術的障壁なしに、誰にでも許可されること 

 

BOAIでは OAを実現する手段としてゴールドとグリーンの 2つを挙げている。OAが登場

する以前、雑誌論文は商業出版社が雑誌を販売し、研究者や大学図書館等の機関などが雑

誌を購入する購読型が主であった。ゴールドはそのような従来の購読型のジャーナルでは

なく、オープン OAジャーナルを通して論文を公開する方法である。グリーンは機関リポ

ジトリなどを通して著者が論文を公開、すなわちセルフアーカイビングすることである。 

現在は様々な形の OA が存在している。例えば三根は「完全無料型」「著者支払い・読者

無料型」「ハイブリッド型」「一定期問後無料公開型」「電子版のみ無料公開型」の 5類型

を挙げている3。ハイブリッド型は、購読型のジャーナルに掲載されるが、著者が論文掲載

料(Article Processing Charge：APC)を支払うことで論文を OAにすることができるもの

である。一定期間後無料公開型(遅延、Delayed)は刊行されて一定期間は有料であるが、

期間を過ぎると無料で閲覧できるようになるものである。 

 

1.1.2 雑誌価格高騰について 
OAは雑誌価格高騰への対応、発展途上国における学術情報流通の改善などを背景に成立

したものである4。1980年代から、雑誌論文は代替することのできない商品であることな

どから商業出版社の寡占が進行し、雑誌価格が高騰するという問題が起こっていた。雑誌

価格高騰の影響を受け、図書館の雑誌購読費が上昇し、購読できるタイトル数が減少する

シリアルズ・クライシスが起こった5。これに対抗して、新規出版などを支援することによ

って学術出版市場での競争を促進することを目的に SPARC (the Scholarly Publishing 

and Academic Resources Coalition)が設立される6などの動きが起こった。 

また、電子ジャーナルが普及し始めた 1990年代後半において、契約している購読誌の

料金に追加で料金を払うことにより契約している出版社の全タイトルにアクセスできる契

約形態であるビッグディールが登場した。これにより論文へのアクセスを拡大できる一方

で、上昇し続ける支払額を受けてビッグディールを中止する図書館も出た7。こうした雑誌

価格高騰への対策の 1 つとして、アメリカの Lyrasis8、フランスの Cuperin9などのコンソ

ーシアムによる出版社との価格交渉が行われている。単独の機関で出版社と契約するより

もコンソーシアムのメンバーになり、コンソーシアム単位で契約したほうがより交渉力が

上がり低い価格で契約を行うことができる。 

日本においては 2000 年に国立大学図書館コンソーシアム、2003年に公私立大学図書館

コンソーシアム(PULC)が設立され、出版社との交渉が行われてきた。2011年にこれらが統

合され、大学図書館コンソーシアム連合（Japan Alliance of University Library 

Consortia for E-Resources : JUSTICE）となった。出版社等と価格交渉などを行い、学

術情報の安定的・継続的な提供をすることが目指されている10。 
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しかしビッグディール契約をやめることになった機関は現在も存在しており、SPARCは

それらの機関のリストを作成・公開している11。例えばフロリダ州立大学は大手出版社で

あるエルゼビアの電子ジャーナル全タイトルへアクセスできるライセンス契約をしていた

が、価格高騰を受けて 2019年 3月にそのビッグディール契約を解消し、重要なものに絞

って購読する形式に移行している12。 

 

1.1.3 OAを取り巻く環境 
このような雑誌価格高騰など従来の購読型のモデルの問題を解消するため OAモデルに

転換する動きが出た。SPARCは BOAIの後、OAを推進している13。例えば図書館が雑誌購読

に対して支払った金額などの情報を集めたデータベースである「Big Deal Knowledge 

Base」を公開し、ビッグディールのキャンセルを検討している図書館などにリソースを提

供するなどの活動を行っている。 

従来からの購読ビジネスモデルを、オープンで再利用可能で、それらの普及のためのコ

ストが透明で経済的に持続可能であることを保証する新しいモデルに置き換えるイニシア

ティブである OA2020が始まっている14。 

また、公的資金によって行われた研究成果は社会へオープンにされるべきであるという

流れもある。その流れの初期として米国国立衛生研究所 （National Institutes of 

Health：以下 NIH）は、NIHが資金助成した研究成果を PubMed Centralへと提出してオー

プンにすることを研究者に要求する方針を発表した15。NIHの方針を中心に、公的助成によ

る研究成果のオープンを要請、もしくは義務化する動きが進んだ。図 1は NIH による年間

の助成金額の合計を示している。1995年には約 100億ドル(当時の日本円で 8,370億円16)

だった助成金額が 2018年には約 370億ドル((当時の日本円で 4兆 478億円17)となってお

り、年々増加していることが示されている。 

 

 
図 1 NIHによる助成金額18 

 

現在では欧州 11カ国の国立研究助成機関が始めたイニシアチティヴである cOAlition S

が、2021年 1月 1日以降「加盟機関によって助成を受けた科学出版物は OAのジャーナル

もしくはプラットフォーム上で出版されなければならない」ことを目標とする Plan Sを

推進している19。Plan S は「著者は制限なく出版物の著作権を保持する。すべての出版物

は cc-by などの OAで発行する必要がある」「OA出版料は個々の研究者ではなく、助成者ま

たは大学が負担する」などの 10の原則を出している20。 

 

1.1.4 オープンサイエンス 
また、論文だけでなく、その過程で得られた研究データなどの研究成果に対しても公的

助成を受けたものについては公開することを進めるオープンサイエンスも広がりを見せて
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いる。 

オープンサイエンスが登場する以前、OAだけでなくオープンデータの推進も行われてい

た。オープンな科学的調査の補強や分析の多様性の促進などの観点から 2003 年に NIHは

研究データ共有ポリシーを出した21。ここでは、分野の広さからデータのフォーマットな

どを厳密には規定せずにデータを共有すること、データ共有のための資金助成を申請でき

ることなどが述べられている。また、2004年には国際的な科学システムの効率や有効性の

改善を目指し、OECDが公的助成による研究データへのアクセスのための原則とガイドライ

ンを出した22。ここではインターネットベースで共有するオープン性、技術の変化や文化

の多様性などを考慮する柔軟性、共有されるデータはインターネットを通じて、透明な方

法で国際的に利用可能でなければならないとする透明性などの原則が述べられている。 

このようにオープンデータの推進が行われている中、オープンサイエンスのさきがけと

なった「'Science 2.0' に関する諮問」が行われた23。ここでは研究アイデアから出版に

至るまでのプロセス全体を視覚化し、オープンアクセスなどの一面にとどまらない全体的

なアプローチとして「Science2.0」が提案され、諮問の結果「Science2.0」から「open 

science」へと名称が変更された。これ以降、主に EUと欧州諸国がオープンサイエンスを

政策展開している24。 

例えばフランスでは、2016年に公的機関から半分以上の金額が助成された研究のデータ

に関して研究者が再利用できることとする法律が定められた25。さらにフランス高等教育

研究開発省では 2018年に「出版物に対するオープンアクセスの一般化」「研究データの構

造化とオープンアクセスによる利用可能化」「持続可能な欧州および国際的なオープンサ

イエンスダイナミックの一部となる」ことを掲げた National Plan for Open Scienceを

採択している26。 

日本では内閣府による 2015年の国際的動向を踏まえたオープンサイエンスに関する検

討会「我が国におけるオープンサイエンス推進のあり方について」において、研究成果の

活用におけるイノベーションなどの観点から「公的研究資金から発生した論文（出版物

等）については、あらゆるユーザーがアクセス、検索、読み出し、分析できるよう、長期

間にわたって保存しなければならない」と述べられている27。また、2016年学術情報委員

会の「学術情報のオープン化の推進について」（審議まとめ）では、大学等における研究

成果は原則公開、「公的研究資金による研究成果のうち(中略)研究データは原則公開すべ

きである」という基本的考え方が示され、データベースの整備やデータジャーナル刊行の

支援などの支援策などが述べられている28。また、日本学術会議では「オープンイノベー

ションに資するオープンサイエンスのあり方に関する提言」において、クラウドなどによ

る分野を越えた研究データ基盤整備、データの形式などが複雑なことへの対処として研究

コミュニティでのデータ戦略の確立、データ生産者、流通者のキャリア設計などが提言さ

れている29。このように、日本でもオープンサイエンスを推進する姿勢がとられている。 

 

1.2 研究評価と Web of Science 
研究に対する助成者の関心として、研究への評価が挙げられる。イギリスでは研究助成

金の配分をするために 1968年から Research Assessment Exercise(以下 RAE)によって研

究評価が行われた。例えば RAE2008では独創性(originality)、重要性(significance)、

厳密さ(rigour)によって研究を段階別に評価し、研究資金の分配を行っている30。 

RAEにはじまり、研究実績に基づいた助成が様々な国で行われてきた経緯があり、大学

の質の向上などの観点も含め国の研究費の配分において研究評価が重視されてきた31。 

研究評価は質的・量的に行われている。質的な評価としてピアレビュー(Peer review)

が行われている。量的な評価としては計量書誌学、ビブリオメトリクスによるものが中心

となっている。ビブリオメトリクスは 1969年に「本やその他の情報伝達媒体への統計

的、数学的手法の適用」として Pritchardが定義したものである32。ビブリオメトリクス

として論文数や被引用数、インパクトファクター(impact factor：以下 IF)などの指標を
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用いて客観的に研究評価が行われている。イギリスでは現在、先述の RAEに代わり現在

Research Excellence Framework(以下 REF)を導入した33。REFは評価にアウトプット、イ

ンパクト、研究環境を軸として設定し、アウトプットでは評価の 1つとしてビブリオメト

リクスのデータが挙げられていることが RAEと異なる。 

ビブリオメトリクスは分析の際、大量の論文、雑誌を量的に扱う必要があるが、その際

に Garfieldによる Science Citation Index(以下 SCI)と、それが発展したものである Web 

of Science(以下 WoS)が果たす役割は大きい。現在は WoSが引用状況や OAの状況を調べる

ことのできるデータを提供している34。また、同じくビブリオメトリクス等の研究に用い

られているデータベースとして、エルゼビア社が 2004年にリリースした Scopus35がある。

これは全分野に渡る 21,950 件以上の査読誌などを収録しており36、論文の引用・被引用関

係などを調べることができる。 

ビブリオメトリクスによる評価が行われる中、指標の誤った適用に対する警鐘としてラ

イデン声明が発表された。ライデン宣言は「定量的評価は、専門家による定性的評定の支

援に用いるべきである。」「機関、グループ又は研究者の研究目的に照らして業績を測定せ

よ。」などからなる 10 の原則が述べられている。その中で「原則 3 優れた地域的研究を

保護せよ。」では、ほとんどが英語である WoS収録誌の高インパクトを目指すことへのバ

イアスを指摘し、非英語文献に基づいた計量を提唱している37。 

1.3 Web of Science Core Collection について 
Web of Science Core Collection(以下 WoSCC)は 100年以上に渡る学術分野、18,000以

上のジャーナルを収録している引用索引データベースである38。その中で、Science 

Citation Index Expanded(以下 SCIE)は約 150分野、8,850以上の主要ジャーナルを 1900

年から現在まで収集している。Social Sciences Citation Index(以下 SSCI)は約 55分

野、社会科学分野の 3,200 ジャーナルや科学工学分野 3,500のジャーナルを対象に収集し

ている。Arts & Humanities Citation Index(以下 A&HCI)は 1975年から現在まで、芸術分

野と人文学分野のジャーナル 1700件以上の、社会科学分野のジャーナル 250 以上を収録

している。WoSCCは SCIEなどジャーナルを対象としたインデックスの他にも、専門書の引

用索引である Book Citation Indexや、会議録の索引である Conference Proceedings 

Citation Indexなどを含んでいる。 

1.4 Emerging Sources Citation Index について 
ライデン宣言がなされたこと、助成者や評価者などから潜在的な発展の可能性を秘めて

いるジャーナルへの重要性が増したことを受け、WoSは「地域的に重要なジャーナルや新

しい、注目分野のジャーナルをカバーする、Web of Science Core Collection(以下

WoSCC)のファイル」として Emerging Sources Citation Index(以下 ESCI)を創設した。

ESCIは従来の WoSCCの基準を満たすほどの引用、評価を受けていなくても今後発展が見込

まれるものを選択して収録しており、WoSCCの他のインデックスの論文収録基準より限定

的な基準、具体的には以下の項目で収録される39。 

 

・ピアレビュー（査読）の実施 

・出版倫理の順守 

・電子ファイル(XML/PDF)で入手可能 

・学術コミュニティからの要望があるか，すでに関心がある内容か 

・英語による書誌事項，抄録，参考文献，キーワード 

 

現在では、SCIE、SSCI、A&HCIの 3つのインデックスにジャーナルを収録する前に上記

の基準により ESCIに登録され、研究のインパクトなどのより厳密な基準を満たすとジャ

ーナルの分野に応じて SCIE、SSCI、A&HCIへの収録が行われる流れとなっている40。 
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1.5 研究目的 
以上述べたように OA が推進されており、資金助成や政策などにも関わっている現在、

実際にどの程度の論文・ジャーナルが OAになっているかなどの状況の調査・分析が必要

であると言える。また、その中でも科学的なイノベーションの観点などから新興地域・分

野に関する分析が重要であると考えられる。学問分野全体の OA状況の分析などは行われ

ているが、その中で新興地域・分野に関する状況は明らかになっていない。 
そこで本研究では、WoSCC 内において ESCIと他インデックスとの比較を行うことによ

り、新興地域・分野の雑誌の OAや被引用に関する状況を明らかにすることを目的とす

る。 

1.6 研究意義 
どの程度の論文が OA になっているかを明らかにすることによって、OA率を調査した先

行研究に対して新興地域・分野の OA状況という新たな視点を加えることができる。資金

助成を行いその成果を OAで公開することを求める機関などに対して実際の OA率などをも

とに方針策定の参考とすることができる。また、図書館や研究者などに対して雑誌を購読

する際の参考とすることができる。 
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2 先行研究 

2.1 OA率の分析 
OAに関する研究として、論文全体の中でどの程度の論文が OAとなっているかという

OA率の分析が行われている。全体、国や分野などに分けたものについてそれぞれどの程度

の論文が OAになっているか、OAの種類の内訳を調べたものがある。 

Albertoら(2018)の研究41では 2009年から 2014 年出版論文に関して、Google Scholar

を使った WoSの OA状況調査を行っている。SCIE、SSCI、A&HCI、ESCIを対象とし、出版

年、主題カテゴリ、著者の所属国別にどの程度の論文が OAとなっているかを調べたもの

が図 2に示されている。 

2014年出版論文について、全体の 23.1%が OA(ゴールド、ハイブリッド、遅延、ブロン

ズ)と示された。23.1%中 12.6%がブロンズであり、OAではあるが通常は制限された再利用

条件のもとでのアクセスとなっている。2009年から 2014年にかけてゴールド OAは 3.3%

から 10.1%に増え、またハイブリッド OAは 0.5%から 1.5%と増加しており、ゴールド OAと

ハイブリッド OAは重要性を増しているとしている。 

 

 
図 2 2009年、2014 年の Google Scholar による OAの内訳 

 

また、分野別の OA内訳が図 3に示されており、「医療および生命科学」が 60%、「法

律、芸術、人文科学」が 32.3%の OA率であり、分野によって OA率に幅がある。ブロンズ

OA は、他の分野では 1桁なのに対し「生命科学、生物医学、および臨床医学」で 20.8%と

なっており、特に重要とされていることが示唆された。2014年に発行されたもののうち全

体の 1%以上の出版を行っている国を対象に OA率を調査しており、対象の全ての国でリポ

ジトリのみからの OAよりも、出版社からの OA率が高いこと、対象 25カ国のうち 18カ国

は、全体での OA率（35.8%）よりも高い OA率となっている。 
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図 3 Google Scholar による主題別 OA率 

 

Science-Metrix(2018)の研究42では WoSと Scopusで OAについて調査を行っている。全

体・国ごとの OA率や、OA/NOA比率を用いて OA論文の方が多く用いられているかを調べて

おり、分野別の OA率に関しては表 1のように示されている。 

 

表 1 分野別 OA内訳 

 
 

分野別では、2014年出版の 59%が OAとなっている「健康科学」が最も多く、次いで

「自然科学」（55%）、「応用科学」（47%）、「経済および社会科学」（44%）、「芸術と人文科

学」（24%）が多く OAとなっている。OAの種類の内訳としては内訳としてはゴールド OAが

「健康科学」で普及していることを示唆しており、グリーン OAは「自然科学」、「応用科

学」、および「経済社会科学」の多くを占めており、「人文科学」では、ゴールド OAとグ

リーン OAはほぼ同じであると示している。OAで入手可能な記事が、購読型で入手できる

記事よりも高い被引用数であるかどうかについて分析し、OA論文の方が世界全体で約 42%

引用されており、分野ごとに見ても応用科学、芸術・人文科学、経済・社会科学、健康科

学、自然科学に関する領域で被引用数は OAの方が多かったことが示されている。 

また、国ごとの OA率に関しては表 2 の結果が示されている。 

 

表 2 2014 年出版論文における国別 OA 率の内訳 
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中南米、カリブ海、スペイン、ポルトガル、南アフリカの OAジャーナルである

Scientific Electronic Library Online(以下 SciELO)の存在により、ブラジルの OA率が

特に高いことが指摘されている。グリーン OAに関しては、アジアに関して中国、日本、

韓国は論文の約 25%がグリーン OAであるのに対し、多くの西洋諸国が 35%から 45%である

ことが示されている。 

上記 Albertoら、Science-Metrixなどの研究が課題の 1つとしていたのは、論文の OA

状況をどのように把握するかであり、WoS収録論文の DOIに対し DOAJや Google scholar

などを用い OA状況を調べてきた。2017年に WoSは Impactstoryとの提携43により、クリエ

イティブ・コモンズ (CC) ライセンスの有無などをもとにゴールド OA、やハイブリッド

OA、グリーン OAなどのタイプの同定を進めた。 

oaDOI実装以後の WoSの OA率について分析を行ったものに、Bosmanら(2018)44のものが

ある。Bosmanらは oaDOIによる OAのタグをもとに、WoSCCの 2010年から 2017 年出版論

文を対象に、分野、言語、出版国、機関、助成者ごとの OA率を調査した。 

 

図 4 ヨーロッパにおける OA 率の変化 

 

地域においては、図 4 のヨーロッパを含む全ての地域において、2017年を除き OA率が

上昇していることが示されている。また、機関の中では大学について調査し、調査した全

ての大学で徐々に OA率が上がっていることを示した。 

以上のように OA率に関する研究が行われてきたが、これらの研究では WoSに関しては

SCIE、SSCI、A&HCの 3つに注目した分析や ESCIを含めたものでも WoS全体についての分

析を行っており、ESCIに関して言及がなされていない。そのため、資金助成や政策におい

て OA率の状況の調査が重要とされている現在、今後の発展が見込まれる国・分野の論文

をカバーすることを目的とする ESCIにおける国・分野ごとの OA率を調査することが必要

であると考えられる。 

また、ESCIは創設された 2015年当初は 2015年以降出版論文について扱っていたが、現

在ではそれ以前にさかのぼった論文、すなわちバックファイルを収集しているため、現在

は ESCIの出版年に関しては Bosmanらの研究などより拡張して行うことが望まれる。 
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2.2 OAと被引用数の関係の分析 
OAの状況として、被引用数との関係も研究が行われている。OAと被引用数との関係とし

て、OA効果について調べたものが挙げられる。OA効果とは「OAにした論文の方がより多く

引用される効果」のことであり、それを検証するために様々な研究が行われてきた。 

例えば Davis(2008)45は 11 の雑誌に関して、ランダムに雑誌を OAにし、それぞれ 1 年後

のダウンロード数、被引用数を収集した。結果として、OAの方が全文ダウンロード数は 89%

上昇したものの、被引用数においては購読型記事の 63%が引用されたのに対して OA は 59%

が引用され、被引用の関係に有意差はなかった。 

WoSに焦点を当てた研究としては Dorta-González ら(2017)の研究46が挙げられる。Dorta-

González らは SCIE、SSCI、A&HCIの 3つのインデックからゴールド OAの論文を対象に、WoS

のそれぞれの分野 iにおける OAと被引用数の関係を以下の式で計算した。 

OACi :OA論文の平均引用数 

NOACi :非 OA論文の平均引用数 

OACAi :OA論文が非 OA論文より n%多く引用 

 
この研究では調査対象の論文は調査当時最新の出版年であった 2014年よりも 5年前であ

る 2009 年出版の論文を対象としている。これは、OA 論文の方が非 OA 論文に比べて早く公

開され、その分被引用数が多くなる可能性があることを考慮にいれたためである。 

 

図 5 WoS インデックス間の論文数、OA 率比較 

 

ここでは、ゴールド OA率が最大で 2009年では SCIEの 43.3%、2014年では SCIEの 73.8%

となっている。また、2009 年から 2014 年にかけてゴールド OA 率が全てのインデックスで

上昇していることが示されている。 

また、分野ごとの OA 率と OACAi とを軸にとったグラフが以下図 6 のように示されてい

る。 
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図 6 OA率と OA被引用優位性との関係 

 

横軸は分野ごとに全体の論文数に占める OA論文の割合を示し、縦軸は OA論文の方が n%

多く引用されているという値を示している。図 6において、横軸より下に位置している分

野が過半数であり、全体としては OAの方がより多く引用されているわけではないという

ことが述べられている。ここでは ESCIが登場して年数が経っていないためか SCIE、

SSCI、A&HCIの 3インデックスで分析が行われており、さらに 2014年時点での 2009年出

版論文と 2014年出版論文を対象にしているため、現在では状況が変わっていることが考

えられる。この点から、ESCIを含めて OAと被引用数の関係を調査することには意義があ

ると考えられる。 
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3 研究方法 

3.1 リサーチクエスチョン 
2章で述べたように、どの程度の論文が OAになっているのかに関心が持たれ、分野や国

ごとなどに分析が行われている。また同時に、OA率とともに OA論文の方が非 OA論文より

被引用数が多いのかについても分析が行われている。しかしこれらは対象としているデー

タが WoSや Scopus、Google Scholor の全体によるものであり、新興地域・分野に関する

OA率などは分析が行われていない。 

そこで本研究では、リサーチクエスチョンとして以下を設定する。(1)ESCI において全

体・国・分野ごとにどの程度の論文が OAになっているのか。(2)ESCIと WoSCC の他インデ

ックスに関して、全体・国・分野ごとの OA率に違いはあるのか。(3)ESCIにおいては OA

の方がより多く引用されているのか。 

 

3.2 調査方法 
本研究では ESCIにおける OA、被引用状況を明らかにするために、WoSCCのレコードの

分析を行う。ESCIだけでなく、比較対象として WoSの他のインデックスも含めて調査を行

う。言語・国・分野ごとの論文数を示した上で、OA状況は国・分野ごとにどの程度の論文

が OAになっているのかを見る。被引用状況は国・分野ごとに被引用数と OAとの関係で比

較を行う。 

 

3.3 調査対象 
本研究のデータセットに関して、WoSCC収録の SCIE、SSCI、A&HCI、ESCIを対象とす

る。これは、WoSCCには 8つの引用索引ファイルが含まれているが、ジャーナルを対象と

しているものが SCIE、SSCI、A&HCI、ESCIの 4つであるためである。 

具体的なコンテンツについては論文を対象とするためコンテンツタイプ「Article」の

ものに絞り、2013～2018年出版のものを対象として収集した。 

 

 
図 7 Web of Science のレコードエクスポート画面47 

 

3.4 データの収集方法 
WoSはレコードをエクスポートする機能があり、エクスポートするコンテンツをオープ
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ンアクセスの状態などの情報が含まれている「詳細表示」にしてダウンロードを行った。 

 

 
図 8 レコード一部抜粋 

 

TI：タイトル、SO：出版物名、LA：言語、DT：ドキュメントタイプなど、レコードは各

フィールドに分けられている。 

検索結果 10万件以上のデータは収集できないため、検索結果の絞り込みを用いて検索結

果が 10 万件未満になるよう区切りながら収集を行った。また、１度に 500件までエクス

ポートできる仕様のため、目視の手作業に加えてコンピュータを自動操作できるソフトで

ある UIPathも用いた48。収集期間は 2019年 5月から 12月である。 

 

 

3.5 データの分析方法 
インデックスの基本的な情報として年ごとの言語・国・分野ごとの論文数、インデック

スに占める割合を概観した上で、どの程度の論文が OAになっているかを、全体の論文数

に占める OA論文数の割合である OA率で調べる。OA率は[OA論文数]/[全体の論文数]で求

める。 

また、論文の被引用と OAの関係を調べるために、OA、非 OA論文における平均引用数の

比較を行う。[OA論文の平均被引用数]/[非 OA論文の平均被引用数]で OA論文の方がどの

程度多く引用されているかを求める。OA論文は購読型雑誌掲載の論文に比べて先んじて公

開される期間を得ているため、その分引用がより行われる可能性が指摘されており49、そ

の影響を考慮して出版から時間が経過している 2013 年出版論文を主な対象として分析を

行った。ここでは、Dorta-gonzalesの先行研究を参考にオープンに入手できることをより

厳密に調査するため、公開されている全ての論文がオープンであるゴールド OAと、それ

以外である非ゴールド OAの 2つに分けて調査を行った。また、それに加え OA全体(ゴー

ルド、ハイブリッド、グリーン、ブロンズ)と非 OAに分けたものについても調査を行っ

た。 

各インデックスにおいて国・分野ごとに以上の値を求めて比較を行う。 

オープンアクセスの種類について、WoSでは以下に分けられ論文ごとにタグが付与され

る。(以下 WoSより抜粋50) 

 

DOAJ Gold： Directory of Open Access Journals (以下 DOAJ) 収録誌に掲載された論文 

Other Gold：Impactstory により CC ライセンスを持つと判定され、非 DOAJ 収録誌に掲

載されたオープンアクセス論文、その他のゴールド OA 論文の多くは、ハイブリッドジャ

ーナル掲載の論文 

Bronze： Impactstory により、ライセンスが不明、または CC ライセンスを持たないと

判定された論文 

Green Accepted：機関リポジトリやサブジェクト・リポジトリから利用可能な出版社版 

Green Published：リポジトリに追加された査読済み著者最終稿 

 

WoSにおいて、ゴールド OAを判別する際には DOAJに掲載された論文が用いられてい

る。DOAJは OAジャーナルを収録している索引である。BOIAの定義に沿い、無料で全文ア

クセスやダウンロードを行うことなどができるジャーナルを OAジャーナルとして索引付

けしている51。2020年 1月現在では、14,171のジャーナル、4,546,591件の論文を扱って

TI SO SE BS LA DT

To instruct is not to educate: feminist debates inserted in the literature of Camen Lyra and Consuelo Eufrosina VillaranESTUDIOS FILOLOGICOS Spanish Article

The Never Ending Story of Political Moralism and RealismETHICAL PERSPECTIVES English Article
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いる52。 

2017年より WoSは Impactstoryと提携を行っている。Impactstoryは 2016年に論文の

識別子である DOIからオープンになっているものにリンクする oaDOIを公開した。oaDOI

は DOAJ収録論文のほか、グリーン OA版があるかどうか、OAジャーナル、特にハイブリッ

ドの論文の pdf版への無料のリンクがあるかどうかなど、複数のリソースを用いて OAの

コンテンツを探索している53。Impactstoryとの提携以前、WoSは DOAJによるゴールド OA

論文のみの判別であったが、Impactstoryによって非 DOAJ収録誌のオープンアクセス論文

の判別を進めることができた。 

これらの背景を踏まえ、本研究では DOAJ Gold をゴールド、Other Goldをハイブリッ

ド、Bronze をブロンズ、Green Accepted、Green Publishedを合わせてグリーンとする。 

Science-Metrixの研究では全体の出版論文数の 1%以上出版している国を対象に分析を

行っていた。全体の出版論文数の 1%以上では上位の国・分野に論文数が集中しているた

め、本研究では、分野・出版国別の OA率について 1%以上より範囲を広げ論文数上位 20カ

国を対象に分析を行った。 

 

また、分析を行う際に新興国・非新興国の区分に関しては International Monetary 

Fund(以下 IMF)による分類を用いた。IMFは一人あたり所得水準などをもとに先進国や新

興国などを分類しており54、新興国は Emerging and Developing Economiesとして表 3 の

国が示されている55。本研究でも以下に示されている国を新興国として扱う。 

 

表 3 新興国リスト 

Afghanistan 

Albania 

Algeria 

Angola 

Antigua and 

Barbuda 

Argentina 

Armenia 

Aruba 

Azerbaijan 

The Bahamas 

Bahrain 

Bangladesh 

Barbados 

Belarus 

Belize 

Benin 

Bhutan 

Bolivia 

Colombia 

Comoros 

Democratic 

Republic of the 

Congo 

Republic of 

Congo 

Costa Rica 

Côte d'Ivoire 

Croatia 

Djibouti 

Dominica 

Dominican 

Republic 

Ecuador 

Egypt 

El Salvador 

Equatorial 

Guinea 

Indonesia 

Iran 

Iraq 

Jamaica 

Jordan 

Kazakhstan 

Kenya 

Kiribati 

Kosovo 

Kuwait 

Kyrgyz Republic 

Lao P.D.R. 

Lebanon 

Lesotho 

Liberia 

Libya 

Madagascar 

Malawi 

Malaysia 

Myanmar 

Namibia 

Nauru 

Nepal 

Nicaragua 

Niger 

Nigeria 

North Macedonia 

Oman 

Pakistan 

Palau 

Panama 

Papua New Guinea 

Paraguay 

Peru 

Philippines 

Poland 

Qatar 

Romania 

South Sudan 

Sri Lanka 

St. Kitts and 

Nevis 

St. Lucia 

St. Vincent and 

the Grenadines 

Sudan 

Suriname 

Syria 

Tajikistan 

Tanzania 

Thailand 

Timor-Leste 

Togo 

Tonga 

Trinidad and 

Tobago 

Tunisia 
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Bosnia and 

Herzegovina 

Botswana 

Brazil 

Brunei 

Darussalam 

Bulgaria 

Burkina Faso 

Burundi 

Cabo Verde 

Cambodia 

Cameroon 

Central 

African 

Republic 

Chad 

Chile 

China 

Eritrea 

Eswatini 

Ethiopia 

Fiji 

Gabon 

The Gambia 

Georgia 

Ghana 

Grenada 

Guatemala 

Guinea 

Guinea-Bissau 

Guyana 

Haiti 

Honduras 
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India 

 

Maldives 
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Marshall Islands 
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Mexico 

Micronesia 

Moldova 

Mongolia 

Montenegro 

Morocco 

Mozambique 

 

Russia 

Rwanda 

Samoa 

São Tomé and 

Príncipe 

Saudi Arabia 

Senegal 

Serbia 

Seychelles 

Sierra Leone 

Solomon Islands 

Somalia 

South Africa 

 

Turkey 

Turkmenistan 

Tuvalu 

Uganda 

Ukraine 

United Arab 

Emirates 

Uruguay 

Uzbekistan 

Vanuatu 

Venezuela 

Vietnam 

Yemen 

Zambia 

Zimbabwe 

 

WoSの出版国タグでは INGLANDと UKが別に存在していたが、UKに関して出版年ごとで

は 0から十数件程度の論文数と非常に少ないため今回分析する上では別個に集計を行っ

た。 

 

収集したレコードについて、インデックス別の件数は表 4～表 7に示す(2019 年 12月 1

日時点) 

表 4 件数 SCIE 

 

 

SCIEは前進である SCIの頃より論文の収集を行っており、現在では 1900年の論文から現

在までに渡って自然科学分野を中心とする WoS の主要な分野・ジャーナルを対象にコンテ

ンツを扱っている56。1年あたりの論文数についても 150万件～200万件程度あり、1年あた

りの論文数が 20万件前後の SSCIや ESCIと比べて巨大なインデックスである。 
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表 5 件数 SSCI 

OA種類 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

ゴールド 16,033 18,584 20,229 24,575 31,526 40,094

ハイブリッド 2,726 3,169 4,650 7,751 9,901 11,643

グリーン 21,334 24,195 27,388 30,655 30,953 27,578

ブロンズ 5,667 3,888 5,126 6,443 8,999 11,000

非OA 140,475 140,981 143,542 147,349 153,473 163,018

合計 186,235 190,817 200,935 216,773 234,852 253,333
 

 

SSCIは法学、歴史、心理学など社会科学分野を中心に扱っており、SCIEと同じく 1900

年から現在までのジャーナルを対象に収録している。出版年に関して、2013 年の 18万件

から 2018年の 25万件へと、収録論文数が増加している。 

 

表 6 件数 A&HCI 

OA種類 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

ゴールド 2,337 2,461 2,564 2,905 2,905 2,976

ハイブリッド 528 496 598 924 924 1,270

グリーン 1,203 1,711 2,150 2,594 2,594 1,687

ブロンズ 806 855 805 1,315 1,315 2,243

非OA 43,756 43,735 43,945 43,632 43,632 39,500

合計 48,630 49,258 50,062 51,370 51,370 47,676
  

A&HCI は 1975 年から現在にいたるまでの芸術、および人文科学を中心に、社会科学も含

めたジャーナルを収録している。1年あたりの論文数が約 5万件であり、他のインデックス

と比較して論文数は少ない。 

 

表 7 件数 ESCI 
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ESCI は 1 章で述べたように地域的に重要なジャーナルや注目分野のジャーナルを収録し

ている。2015年に ESCIが創設された後、創設以前の出版年のジャーナルも含めて収録を進

めており、2013 年や 2014 年出版論文に関しても 2015 年～2018 年と同じく 20 万件前後の

収録論文数となっている。 
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4 調査結果 

4.1 論文数 

4.1.1 言語別論文数 

2013 年から 2018 年における論文数を言語ごとに合算し、論文数を表 8 に、各インデッ

クス全体に占める割合を図 9～図 12に示した。なお、レコード中に「English; Chinese」

など複数の言語が付与されているものがあった。今回はこれらの論文は「その他」の中に含

め、単一の言語が付与されているものと区別して集計を行った。 

全体として最も使用されている言語は 11,128,628件の英語であった。次に使用されてい

るのは 158,040 件のスペイン語であり、さらに 71,484 件のロシア語、70,235 件のドイツ

語、70,034件のポルトガル語の 3つがほぼ同数で続いている。論文総数 11,705,136 件に対

して英語が 11,128,628 件であり、論文全体の 95%が英語であった。また、英語の論文数は

2 番目に論文数の多いスペイン語の 158,040 件と比べて 70 倍であり、英語論文が多言語の

論文に比べて非常に多く出版されていることが示されている。 

 

表 8 言語別論文数 

言語 SCIE SSCI A&CHI ESCI 総計

English 8,631,254 1,242,108 224,682 1,030,584 11,128,628

Spanish 24,383 13,875 16,088 103,694 158,040

Russian 4,465 2,222 5,286 59,511 71,484

German 32,869 9,460 13,370 14,536 70,235

Portuguese 16,376 4,806 2,256 46,596 70,034

French 19,627 4,596 18,032 19,333 61,588

Chinese 31,410 108 1,612 7,944 41,074

Italian 1,263 746 8,316 11,296 21,621

Turkish 2,693 1,148 739 13,281 17,861

Polish 6,316 20 1,252 6,318 13,906

Korean 2,091 396 102 9,319 11,908

その他 11,173 3,460 6,057 18,067 38,757

総計 8,783,920 1,282,945 297,792 1,340,479 11,705,136
 

 

表 8 の値をもとに、インデックスごとに全体の論文数に占める言語の割合のグラフを図 

9～図 12に示す。 
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図 9 論文の言語の割合 SCIE 

 

SCIEの総論文数 1,282,945件に対し英語論文は 1,242,108件あり、SCIE全論文数の 98.3%

が英語論文であった。2 番目に多い言語は 32,869 件のドイツ語であったが、英語以外の言

語の割合全て 0%台であった。 

 

 

図 10 論文の言語の割合 SSCI 

 

SSCIの総論文数 8,783,920件に対し英語論文は 8,631,254件あり、SSCI全論文数の 96.8%

が英語論文であった。2番目に多い言語は 13,875件のスペイン語であり、SSCI 全論文中の

1.1%であった。英語、スペイン語以外の言語の割合は全て 0%台であった。 
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図 11 論文の言語の割合 A&HCI 

 

A&HCI の総論文数 297,792 件に対し英語論文は 223,682 件あり、A&HCI 全論文数の 75.4%

が英語論文であった。論文数 2 番目以降の言語は 18,032 件のフランス語、6,088 件のスペ

イン語、13,370件のドイツ語、8,316件のイタリア語、5,286件のロシア語と続き、割合は

それぞれ 6.1%、5.4%、4.5%、2.8%、1.8%であった。それ以下の出版数の言語の割合は 0%台

であった。 

 

 

図 12 論文の言語の割合 ESCI 

 

ESCIの総論文数 1,340,479件に対し英語論文は 1,030,584件あり、ESCI全論文数の 76.9%

が英語論文であった。論文数 2 番目以降の言語は 103,694 件のスペイン語、59,511 件のロ

シア語、46,596件のポルトガル語、19,333件のフランス語、14,536件のドイツ語、13,281

件のトルコ語と続き、割合はそれぞれ 7.7%、4.4%、3.5%、1.4%、1.1%であった。それ以下は

0%台であった。 

全てのインデックスで英語が一番論文数の多い言語であった。英語論文の割合は SCIE、

SSCI の 2 つがそれぞれ 98.3%、96.8%であるのに対して、A&HCI、ESCI はそれぞれ 75.4%、

76.9%であり、A&HCI、ESCIの方が 20ポイントほど英語以外の言語の割合が多い。 
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4.1.2 出版国別論文数 
2013年から 2018年における論文数を出版国ごとに合算し、出版された論文総数が

10,000件より多い国の論文数をインデックスごとに示し、全論文中に占める出版国ごとの

論文数の割合を示したものが表 9である。 

出版国の数は合計で 118であった。合計で最も出版論文数が多い国は 4,553,819件のア

メリカであり、論文数全体の 38.9%を占めている。次に多いのは 288,344件のイングラン

ドであり、論文数全体の 24.7%であった。アメリカ・ヨーロッパの国が主に出版を行って

いる。 

 

表 9 出版国別論文数 

出版国 SCIE SSCI A&HCI ESCI 総計 割合

USA 3,704,859 550,522 96,291 202,147 4,553,819 38.9%

ENGLAND 2,161,151 426,792 74,554 225,847 2,888,344 24.7%

NETHERLANDS 940,407 117,161 21,389 64,520 1,143,477 9.8%

GERMANY 406,766 30,225 17,660 46,130 500,781 4.3%

SWITZERLAND 386,450 47,191 2,736 40,620 476,997 4.1%

INDIA 70,732 2,570 551 90,387 164,240 1.4%

BRAZIL 68,019 9,779 2,758 55,036 135,592 1.2%

PEOPLES R CHINA 104,575 965 815 16,514 122,869 1.0%

FRANCE 78,810 6,481 14,712 16,844 116,847 1.0%

SOUTH KOREA 72,381 2,452 1,512 32,339 108,684 0.9%

SPAIN 22,202 9,559 10,264 63,524 105,549 0.9%

JAPAN 88,563 1,131 2,132 12,644 104,470 0.9%

POLAND 57,606 1,449 1,599 36,568 97,222 0.8%

ITALY 43,545 2,830 10,187 37,346 93,908 0.8%

RUSSIA 22,038 2,258 5,227 61,364 90,887 0.8%

IRELAND 66,141 13,507 237 1,520 81,405 0.7%

CANADA 35,367 8,031 4,784 18,872 67,054 0.6%

TURKEY 26,359 4,020 1,037 32,897 64,313 0.5%

NEW ZEALAND 36,926 4,395 219 9,500 51,040 0.4%

SINGAPORE 37,741 1,449 6 9,842 49,038 0.4%

その他 353,282 40,178 29,122 266,018 688,600 5.9%

総計 8,783,920 1,282,945 297,792 1,340,479 11,705,136 100.0%
 

 

ESCIは他インデックスと比べ、90,387件のインド、63,524件のスペインからの出版が

より多く行われている。インデックス全体の論文数に占める「その他」の論文数の割合に

ついて、SCIEの 4%、SSCIの 3%、A&HCIの 10%に対し、ESCIは 20%であり、他インデック

スと比較して「その他」の出版国による論文が多いことから、他インデックスより論文の
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出版国が分散していることが考えられる。そこで、ESCIにおいて 2013年から 2018年にか

けて論文数上位 20カ国について、年ごとの論文数と論文数全体に占める割合を表 10に示

す。 

 

表 10 ESCI出版国別論文数 

出版国 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 総計 割合

ENGLAND 34,731 37,031 36,247 37,549 39,178 41,111 225,847 16.8%

USA 27,133 29,496 32,181 35,039 36,719 41,579 202,147 15.1%

INDIA 8,808 11,863 15,405 18,267 17,288 18,756 90,387 6.7%

NETHERLANDS 7,783 9,633 11,239 11,308 11,384 13,173 64,520 4.8%

SPAIN 9,604 9,943 10,505 11,277 11,516 10,679 63,524 4.7%

RUSSIA 9,243 9,431 9,482 10,226 10,986 11,996 61,364 4.6%

BRAZIL 7,446 8,149 9,098 9,535 10,261 10,547 55,036 4.1%

GERMANY 6,483 6,852 7,156 8,043 8,519 9,077 46,130 3.4%

SWITZERLAND 4,001 5,258 6,138 6,317 7,699 11,207 40,620 3.0%

ITALY 5,749 5,897 6,329 6,726 6,720 5,925 37,346 2.8%

POLAND 4,616 5,422 6,042 6,517 6,535 7,436 36,568 2.7%

TURKEY 4,176 4,455 4,903 5,898 6,557 6,908 32,897 2.5%

SOUTH KOREA 4,858 5,077 5,388 6,189 5,421 5,406 32,339 2.4%

IRAN 2,229 3,087 3,622 3,978 4,198 4,655 21,769 1.6%

UKRAINE 3,320 3,408 3,561 3,460 4,035 3,782 21,566 1.6%

CANADA 2,724 2,879 3,326 3,502 3,257 3,184 18,872 1.4%

COLOMBIA 3,180 3,075 2,943 3,055 3,371 2,793 18,417 1.4%

ROMANIA 2,544 2,576 2,660 2,889 3,209 3,536 17,414 1.3%

FRANCE 2,570 2,729 2,956 3,090 2,794 2,705 16,844 1.3%

PEOPLES R CHINA 2,517 2,608 2,622 2,441 3,404 2,922 16,514 1.2%   
 

全インデックス合算した論文数では、論文数全体の 1%以上の出版を占める国が 10である

のに対し、ESCI の全論文数の 1%以上の出版を占める国は 22 ある。論文数が最大の国につ

いて、SCIE、SSCI、A&HCIはアメリカであるのに対し、ESCIのみイングランドであった。 
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4.2 OA率 

4.2.1 各インデックス全体の OA率 
表 4～表 7の値をもとに、インデックスごとの OAの率とその内訳を以下の図 13～図 

16 に示す。 

 

図 13 OA率 SCIE 

 

SCIE において、2013 年のゴールドが 10%、グリーンが 11%であり、2018 年のゴールドが

15%、グリーンが 16%であるなど、ゴールドとグリーンが出版年ごとに同程度の比率であっ

た。ブロンズは 2013年から 2018年まで 5%前後を維持しており、ハイブリッドは 2013年の

2%から 2018年の 4%と増加している。合計の OA率では 2013年の 30%から 2018 年の 40%と増

加している。 

 

 
図 14 OA率 SSCI 
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SSCI において、ゴールドは 2013 年の 9%から 2018 年の 16%と増加している。ハイブリッ

ドも 2013年の 1%から 2018年の 5%と増加している。グリーンは 2013年、2018 年ともに 11%

であり、ブロンズは 2013 年の 3%、2018 年の 4%とほぼ同程度であった。合計の OA 率では

2013年の 25%から 2018年の 36%と増加している。 

SCIE、SSCI ともにゴールドとグリーンが同程度の割合であり、全体として 30%前後の OA

率であるなど、OAの内訳の構成はほぼ同等であった。 

 

 
図 15 OA率 A&HCI 

 

A&HCIにおいては、2013年のゴールドが 5%、ハイブリッドが 1%、グリーンが 2%、ブロン

ズが 2%であった。2018 年のゴールドが 6%、ハイブリッドが 3%、グリーンが 4%、ブロンズ

が 5%であり、2013 年から全ての OA の種類についてわずかながらに増加していることが示

されている。全体の OA率は 2018年の 18%が最大であり、2013年の 10%から少しずつ増加し

ているものの他インデックスと比較して低い OA率となっている。 
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図 16 OA率 ESCI 

 

ESCIにおいては、ゴールド OA率がいずれの年も 25%を超えている。2018年のゴールド OA

率において、SCIE は 15%、SSCI は 16%、A&HCI は 6%であるのに対し、ESCI は 39%であるな

ど、他インデックスと比較して高いゴールド OA率となっている。グリーン OAに関して、例

えば 2013年には SCIEと SSCIが 11%であるのに対して、A&HCIが 2%、ESCIが 3%と低い値で

あった。全体の OA率では 2013年に 42%、2018年に 51%であるなど、出版年が近いものほど

値が大きい。 

 

4.2.2 出版国別 OA 率 
インデックスごとに 2013年から 2018年出版論文を合算し、出版数上位 20カ国の OA内

訳を図 17～図 20に示す。 

 



25 

 

 
図 17 論文数上位出版国の OA内訳 SCIE 

 

SCIEにおいて、最も合計の OA率が高い国はボスニア・ヘルツェゴビナ、コスタリカ、

マラウイ、ネパール、ニューカレドニア、UK、ユーゴスラビアでそれぞれ OA 率 100%であ

ったが、インデックス全体に占める論文数の割合がそれぞれ 0%台であった。ブロンズに関

して、日本、ギリシャ、トルコがそれぞれ 42%、30%、41%と他の国と比較して高い値であ

った。また、ブラジルのゴールド OA率が 82%と他の国より高い値であり、それに伴って全

体の OA 率 94%%と非常に高い値となっている。また、ギリシャがハイブリッド 26%、グリ

ーン 21%、ブロンズ 30%とゴールド以外の 3種類の OAにおいてそれぞれ値が大きいのが特

徴的である。 
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図 18 論文数上位出版国の OA内訳 SSCI 

 

SSCIにおいて、ゴールド OA率はブラジルが 92%、スイスが 73%、ニュージーランドが

55%、南アフリカが 53%、スペインが 50%であり、ゴールド OA率の高い国が多い。 

アメリカ、イングランド、オランダ、アイルランドについて、全体の OA率がそれぞれ

28%、30%、17%、27であるのに対してグリーン OA率がそれぞれ 16%、12%、10%、6%、22%

であり、論文数上位の国に OAの半分がグリーンである国が多い。 

ハイブリッド OA率はチリの 35%、ブロンズはトルコの 21%、チェコの 31%が他の国と比

較して大きい値である。 
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図 19 論文数上位出版国の OA内訳 A&HCI 

 
アメリカの合計 OA率は SCIEが 34%、SSCIが 28%、ESCIが 31%であることに対して

A&HCIは 9%であり、イングランドにおいても SCIEが 37%、SSCIが 30%、ESCI が 32%である

ことに対して A&HCIは 13%であるなど、A&HCIは論文数上位の国の OA率が低い。 

また、ハイブリッドについてはチリが 21%、ブラジルが 20%と他分野と比べて高い値で

ある。カナダ、ポーランドは OAの過半数がブロンズであった。 
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図 20 論文数上位出版国の OA内訳 ESCI 

 
 ESCIにおいて、アメリカ、中国を除いてゴールド OA率が 20%を越えており、全体の OA

率としては中国を除いて 30%を越えている。また、図に示されている国で全体の OAの高い

順としてはブラジルの 81%、ポーランドの 79%、コロンビアの 76%、スペインの 69%であっ

た。 

 

4.2.3 分野ごとの OA率 
WoSCCのレコードには主題分野が 1つ以上付与されており、この分野ごとにゴールド OA

率を求めた。複数の分野が付与されているレコードに関しては延べ数としてそれぞれの分

野ごとにカウントを行った。 

分野ごとの OA率を見るため、2013年から 2018 年出版論文をインデックスごとに合算

し、論文数上位 20分野の OAの内訳を図 21～図 24に示す。 
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図 21 論文数上位分野の OA内訳 SCIE 

 

「Multidisciplinary Sciences」のゴールド OA率が 80%であり、図に示された他の文数

分野の 3倍以上の割合である。それに伴い、全体の OA率が 93%と高い値となっている。 

「Biochemistry & Molecular Biology」、「Oncology」、「Neurosciences」、「Pharmacology 

& Pharmacy」の全体の OA率がそれぞれ 48%、57% 、19%、34%であるのに対して、グリーン

OA率がそれぞれ 23%、18%、26%、15%であり、OA全体の 1/3以上がグリーンである分野が多

い。 

 

 

  



30 

 

 

図 22 論文数上位分野の OA内訳 SSCI 

 

全体の OA率が 50%を越えているものは「Public, Environmental & Occupational 

Health」「Health Care Sciences & Services」の 2つであり、図に示した残りの分野は非

OA論文の割合の方が高い。「Economics」「Public, Environmental & Occupational 

Health」「Psychiatry」について、全体の OA率が 20%、54%、35%であるのに対してグリー

ン OA率が 10%、21%、20%であるなど、全体の OA率の 1/2弱がグリーンとなっている分野

が多い。 
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図 23 論文数上位分野の OA内訳 A&HCI 
 

全体の OA率が 20%を越しているのが「History & Philosophy Of Science」のみであ

り、全体の OA率が 10%から 20%未満の分野が多い。特に「Literary Reviews」は全体の OA

率が 2%であり、論文数が 2桁以上の分野の中でも 2番目に低い OA率となっている。 

論文数 3桁以上で最も全体の OA率が高い分野は論文数 1028件の「Multidisciplinary 

Sciences」であり、OA率は 68%であった。 
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図 24 論文数上位分野の OA内訳 ESCI 

 
ESCIについて、図に示されている分野の中でゴールド OA率が 20%を越えているもの

が 17あり、全体的にゴールド OA率が高い。 

表 11はゴールド OA に注目し、2013年、2018年出版論文における論文数とゴールド OA

率について、分野数や平均、最大値などを求めたものである。 
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表 11 分野別論文数、ゴールド OA率の概要 

 
 

2013年出版論文と 2018年出版論文を比較すると、論文数の平均に関して SCIEは

15,054.4から 12,905.6になり、14.3%減少した。SSCIは 1,366.7から 1,838.3 になり、

34.5%増加した。A&HCIは 343.8から 716.2となり、108.3%増加した。 

ゴールド OA率に関して、SCIEは 7.0%から 12.3%になり、割合としては 77.1%増加した。

SSCIは 8.3%から 11.7%になり、41.1%増加した。A&HCIは 5.9%から 4.6%になり、22.5%減

少した。ESCIは 25.1%から 25.1%から 39.4%になり、56.9%増加した。 

 

2013年出版論文のゴールド OA率と 2018年出版論文のゴールド OA率の関係を視覚的に

示したバブルチャートが下記図 16～図 18である。横軸が 2018年出版論文のゴールド OA

率、縦軸が 2013年出版論文のゴールド OA率を示し、バブルの大きさは分野ごとの論文数

である。 

分野数 平均 中央値 標準偏差 最小値 最大値

SCIE 230 15,054.4 7,259.5 21,292.33 11 131,621

SSCI 237 1,366.7 368.0 2,439.06 1 19,407

A&HCI 196 343.8 24.0 925.75 1 7,011

ESCI 245 781.2 397.0 1,215.94 1 11,071

SCIE 230 7.0 4.0 9.75 0 76

SSCI 237 8.3 2.3 16.20 0 100

A&HCI 196 5.9 0.0 16.73 0 100

ESCI 245 25.1 21.6 20.41 0 100

SCIE 228 12,905.6 7,757.0 19,423.90 14 178,990

SSCI 243 1,838.3 568.0 3,159.89 1 21,817

A&HCI 93 716.2 133.0 1,306.87 1 6,903

ESCI 246 1,029.9 501.5 1,622.29 5 14,257

SCIE 228 12.3 8.2 13.39 0 81

SSCI 243 11.7 4.5 16.23 0 84

A&HCI 93 4.6 0.0 12.70 0 100

ESCI 246 39.4 37.4 24.65 0 100

論文数

OA率

論文数

OA率

2013年

2018年
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図 25 分野ごとの 2013 年、2018 年ゴールド OA率 SCIE 

 

 SCIEについて、2013年ゴールド OA率 30%、2018年ゴールド OA率 40%の範囲に 9割以

上分野が分布していた。グラフ右上、2013年ゴールド OA率 81%、2018年ゴールド OA率

76%に位置しているのは「Multidisciplinary Sciences」であった。 

 

 
図 26 分野ごとの 2013 年、2018 年ゴールド OA率 SSCI 

 
SSCIについて、2013 年ゴールド OA率 20%、2018年ゴールド OA率 20%までの範囲に 8割

以上分野が分布していた。グラフ右上、2013年、2018年ともにゴールド OA 率 84%に位置

している分野は「Multidisciplinary Sciences」である。 
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図 27 分野ごとの 2013 年、2018 年ゴールド OA率 A&HCI 

 
2013年に A&HCIで出版が行われていた 196分野中、2018年も出版が行われている分野

が 93分野であり、他インデックスと比較して少ない数であった。さらにその中で 2013

年、2018年のゴールド OA率のどちらかが 0%より大きいものは 73分野であった。OA率は

2013年、2018年の 10%の中に位置する分野が 8割以上であった。 

 

 
図 28 分野ごとの 2013 年、2018 年ゴールド OA率 ESCI 

 
SCIE、SSCI、A&HCIとは異なり、ESCIは主に 2013 年ゴールド OA率 50%、2018年ゴール

ド OA率 70%にかけて広く分野が分布していることが示されている。 

 

4.3 OAと被引用数 

4.3.1 インデックス全体のゴールド OAと被引用数 

インデックスにおける OAと被引用数の関係を調べるために、ゴールドと非ゴールドに
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おいて[被引用回数]/[論文数]の式による平均被引用数を求め、[ゴールドの平均被引用

数]/[非ゴールドの平均被引用数]により求めた比率を表 12～表 15に示す。 

 

表 12 OA論文における平均被引用数の比率 SCIE 

出版年 ゴールド ゴールド以外 比率

2013年 17.91 19.44 0.92

2014年 15.58 17.77 0.88

2015年 13.68 15.04 0.91

2016年 9.74 10.87 0.90

2017年 6.37 7.80 0.82

2018年 2.85 3.12 0.91

平均被引用数

 
 

SCIEはゴールド/ゴールド以外の比率について、2013年出版論文が 0.92、2018年は 0.91

であり、出版年によってほぼ差がなかった。ゴールドの平均被引用数について、2013 年が

17.91、2018年は 2.85であり、2013年の方が 6.27倍多かった。また、ゴールド以外の平均

被引用数は 2013年に 19.44、2018年に 3.12であり、2013年の方が 6.22倍多かった。 

 

 

表 13 OA論文における平均被引用数の比率 SSCI 

出版年 ゴールド ゴールド以外 比率

2013年 14.57 15.46 0.94

2014年 12.19 12.86 0.95

2015年 9.67 10.09 0.96

2016年 6.76 7.49 0.90

2017年 4.51 4.93 0.92

2018年 1.97 2.45 0.80

平均被引用数

 
 

SSCIは比率について、2013年出版論文が 0.94、2018年は 0.80であり、2018年の方が

低い値であった。ゴールドの平均被引用数について、2013年が 14.57、2018 年は 1.97で

あり、2013年の方が 7.40 倍多かった。また、ゴールド以外の平均被引用数は 2013年に

19.44、2018年に 3.12であり、2013年の方が 6.31 倍多かった。 
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表 14 OA論文における平均被引用数の比率 A&HCI 

出版年 ゴールド ゴールド以外 比率

2013年 2.51 3.08 0.82

2014年 2.18 2.79 0.78

2015年 1.90 2.20 0.86

2016年 1.39 1.52 0.92

2017年 0.86 0.97 0.89

2018年 0.26 0.40 0.65

平均被引用数

 
 

A&HCIは比率について、2013年出版論文が 0.82、2018年は 0.65あった。ゴールドの平

均被引用数について、2013年が 2.51、2018年は 0.26であり、2013年の方が 9.76倍多か

った。また、ゴールド以外の平均被引用数は 2013年に 3.08、2018年に 0.40 であり、

2013年の方が 7.78倍多かった。 

 

表 15 OA論文における平均被引用数の比率 ESCI 

出版年 ゴールド ゴールド以外 比率

2013年 1.45 3.39 0.43

2014年 2.92 2.96 0.99

2015年 1.94 2.18 0.89

2016年 1.17 1.52 0.77

2017年 0.90 0.81 1.12

2018年 0.30 0.33 0.91

平均被引用数

 
 

ESCIは比率について、2013年出版論文が 0.43、2017年は 1.12であり、出版年によっ

てばらつきがあった。ゴールドの平均被引用数について、2013年が 1.45、2018年は 0.30

であり、2013年の方が 4.76倍多かった。また、ゴールド以外の平均被引用数は 2013年に

3.39、2018年に 0.33であり、2013年の方が 10.14 倍多かった。 

全体としてゴールドではない論文の方がより被引用数が多い。 

 

4.3.2 国ごとのゴールド OA、非ゴールド OA 論文被引用数 
別表 1にゴールド OA、非ゴールド OAの平均被引用数と、[ゴールド OAの平均被引用

数]/[非ゴールド OAの平均被引用数]により求めた比率を示した。最もゴールド OAの被引

用数の多い国はイングランド、カナダ、アメリカと続いた。 
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4.3.3 分野ごとのゴールド OA、非ゴールド OA 論文被引用数 

別表 2に分野ごとにゴールド OA、非ゴールド OAの平均被引用数と、[ゴールド OAの平

均被引用数]/[非ゴールド OAの平均被引用数]により求めた比率を示した。最も論文数の

少ない分野は 2013年、2018年ともに「Literature, African, Australian, Canadian」で

あり、論文数はそれぞれ 229件、130件であった。最も論文数の多い分野について、2013

年は 131,698件の「Chemistry, Physical」、2018年は 183,028件の「Materials Science, 

Multidisciplinary」であった。 

ゴールド OA率が 0%であった分野は 2013年には 25分野あり、2018年には 7分野あっ

た。ゴールド OA率が最大の分野は、2013年、2018年ともに「Multidisciplinary 

Sciences」であり、ゴールド OA率はそれぞれ 74.8%、78.6%であった。 

ゴールド OAと非ゴールド OAの平均被引用数の比率が 1以上を示しているのは 36分

野、1未満を示しているのは 220分野であった。比率が最も大きい分野は「Statistics & 

Probability」であり、2.51であった。これは、ゴールド OA論文の方が 151%多く引用さ

れていることを示す。また、「Dance」、「Psychology, Psychoanalysis」、「Development 

Studies」「Literature, German, Dutch, Scandinavian」はゴールド OAの論文数が 0であ

り、したがって比率が 0であった。 

 

2013年出版論文における分野ごとのゴールド OAと非ゴールド OAにおける被引用数の関

係を視覚的に示したバブルチャートを下記図 29～図 32として示す。横軸にゴールド OA

の論文被引用数、縦軸に非ゴールド OA論文被引用数をとり、バブルの大きさが分野ごと

のゴールド OA率を示している。 

 

 

図 29 分野ごとのゴールド OA、非ゴールド OA論文被引用数 SCIE 

 

2013年のゴールド平均被引用数が 17.91、非ゴールド平均被引用数が 19.44 であり、分

野の 8割以上がゴールド平均被引用数 30、非ゴールド平均被引用数 30の範囲に収まって
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いる。非ゴールド平均被引用数が最も多いバブルは、ゴールド OA率が 2013 年、2018年出

版論文の分野中で最大(76.3%)の「Multidisciplinary Sciences」を示している。 

 

 

図 30 分野ごとのゴールド OA、非ゴールド OA論文被引用数 SSCI 

 

2013年のゴールド平均被引用数が 14.57、非ゴールド平均被引用数が 15.46 であり、分

野の 8割以上がゴールド平均被引用数 20、非ゴールド平均被引用数 20の範囲に収まって

いる。グラフ右側、ゴールド平均引用 85、非ゴールド平均引用 43の分野は

「Hematology」、ゴールド平均引用 83、非ゴールド平均引用 34の分野は「Biochemistry & 

Molecular Biology」であった。 

 

 

図 31 分野ごとのゴールド OA、非ゴールド OA 論文被引用数 A&HCI 
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2013年のゴールド平均被引用数が 2.51、非ゴールド平均被引用数が 3.08であり、分野

の 8割以上がゴールド平均被引用数 20、非ゴールド平均被引用数 20の範囲に収まってい

る。ゴールド OAが含まれる分野が他インデックスより少なく、グラフに示されている分

野数は SCIEが 182、SSCIが 164、ESCIが 221であるのに対し A&HCIは 69であった。 

 

 

図 32 分野ごとのゴールド OA、非ゴールド OA論文被引用数 ESCI 

 

2013年のゴールド平均被引用数が 1.45、非ゴールド平均被引用数が 3.39であり、分野の

9 割以上がゴールド平均被引用数 10、非ゴールド平均被引用数 10 の範囲に収まっており、

他インデックスと比較して平均被引用数が少ない。 

 

 

4.3.4 インデックス全体の OAと被引用数 

インデックスにおける OA と被引用数の関係を調べるために、OA(ゴールド、ハイブリッ

ド、グリーン、ブロンズ)と非 OAに分けて計算を行う。[被引用回数]/[論文数]の式による

平均被引用数を求め、[ゴールドの平均被引用数]/[非ゴールドの平均被引用数]により求め

た比率を表 16～表 19 に示す。 
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表 16  OA論文における平均被引用数の比率 SCIE 

出版年 OA 非OA 比率

2013 24.01 17.26 1.39

2014 20.78 15.96 1.30

2015 16.95 12.75 1.33

2016 12.34 9.51 1.30

2017 8.25 7.16 1.15

2018 4.06 3.96 1.03

平均被引用数

 

 SCIEは比率に関して、2013年では 1.39、2018年では 1.03であり、出版年が新しいほど

比率が低い。2013 年から 2018 年にかけて比率は 1 を越しており、OA 論文の方が多く引用

されている。 

 

表 17  OA論文における平均被引用数の比率 SSCI 

出版年 OA 非OA 比率

2013 15.46 3.93 3.93

2014 12.86 3.68 3.50

2015 10.09 3.79 2.67

2016 7.49 3.86 1.94

2017 4.93 3.37 1.46

2018 2.45 3.16 0.78

平均被引用数

 

A&HCIは比率に関して、2013年では 3.93、2018年では 0.78であり、出版年が新しいほど比

率が低い。2018年を除き比率は 1を越しており、OA論文の方が多く引用されている。 
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表 18  OA論文における平均被引用数の比率 A&HCI 

出版年 OA 非OA 比率

2013 4.40 2.90 1.52

2014 4.33 2.56 1.69

2015 3.65 1.98 1.84

2016 2.58 1.32 1.96

2017 1.49 0.85 1.75

2018 0.60 0.34 1.74

平均被引用数

 

A&HCIは比率に関して、2013年では 1.52、2018年では 1.74であり、2013年から 2018年

にかけて比率は 1を越しており、OA論文の方が多く引用されている。 

 

表 19  OA論文における平均被引用数の比率 ESCI 

出版年 OA 非OA 比率

2013 3.39 3.28 1.03

2014 2.96 1.51 1.96

2015 2.18 1.76 1.24

2016 1.52 2.17 0.70

2017 0.81 1.39 0.58

2018 0.33 1.31 0.26

平均被引用数

 

ESCIは比率に関して、2013年では 1.03、2018 年では 0.26であり、出版年が新しいほど

比率が低い。2013年から 2015年にかけて比率は 1以上、2016年から 2018年にかけて比率

は 1未満であった。 
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5 考察 

5.1 ESCIにおける OA 
4章ではまずインデックス、言語・出版国・分野ごとにおける OA率を求めた。インデッ

クスごとに見た際に、ESCIのみ 2013年から 2018年にかけてどの年もゴールド OAが 25%

を越えており、ESCIの特徴として、ESCIにおいては他インデックスよりもゴールド OAの

割合が高いことが挙げられる。出版国においても、論文数上位において中国以外の合計の

OA率が 30%を越えていること、分野別にみた際にも論文数上位において 20％を越えてお

り、OA 率の高さは特定の属性によらず ESCI収録の論文一般に言えると考えられる。 

ESCIの OA率の高さについて、ESCI導入後に WoSの収録基準が変更になり、ESCIにおい

ては雑誌を収録する際には雑誌の収録基準として電子ファイル (XML/PDF) で入手可能で

あることが条件となっている57ことが一因であることが考えられる。また、論文数上位の

国別では OA率の高い国として順にブラジル、ポーランド、コロンビア、スペインと続い

ていた。これらの国々は、Science-Metrix(2018)の先行研究58でも指摘されていた、オー

プンアクセスジャーナルである SciELOの対象国でもある。SciELO は新興国を対象として

おり59、発展の可能性が見込まれる地域・分野を対象としてコンテンツを収録している

ESCIと収録範囲が近接していることが ESCI収録論文の OA率の高さに影響していること、

論文数上位 20ヶ国の中では全体として新興国における OA率が高いことが考えられる。 

一方で、グリーン OA の割合は ESCI全体で 3%程度であり、A&HCIと同程度であった。新

SCIEや SSCIよりもグリーン OA率が低い理由として、新興地域を対象にしていることや、

全インデックス合算では論文数全体の 1%以上の出版を占める国の数が 10であるのに対

し、ESCIの全論文数の 1%以上の出版を占める国の数が 22であったことから、他インデッ

クスよりもリポジトリが整備されていない状態であることが考えられる。 

 

5.2 ESCIにおける OAと被引用数 
次に、ESCIにおいてゴールド OAの方がより被引用数が多くなるのかどうかを、全体・

国・分野ごとにゴールド OAの平均被引用数、非ゴールド OAの平均被引用数の比率で求め

た。全体の結果としては ESCIの 2017年を除いて比率が 1未満になり、ESCI においてゴー

ルド OA の方が多く引用されているとはいえないと考えられる。Dorta-González らの先行

研究では、SCIE、SSCI、A&HCIのいずれにおいても分野一般に関してゴールドの方がより

被引用数が多いという関係にあるわけではないことが示されていたが、本研究を通して、

新興地域・分野を収録している ESCIにおいても同様の結論が導かれる。 

OA全体(ゴールド、ハイブリッド、グリーン、ブロンズ)と非 OAの平均被引用数とその

比率を計算した際、ESCIにおいては 2013年から 2015年までは比率が 1以上、2016年か

ら 2018年までは比率が 1未満であり、出版年がより遠いものでは OAが、近いものでは非

OAの方がより引用される傾向があると考えられる。 
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6 まとめ 

6.1 結論 
本研究では、WoSCC 内において ESCIと他インデックスとの比較を行うことにより、新

興地域・分野の論文の OAや被引用に関する状況を明らかにすることが目的であった。そ

れについて 3つのリサーチクエスチョンを立てた。具体的には、(1)ESCIにおいて全体・

国・分野ごとにどの程度の論文が OAになっているのか。(2)ESCIと WoSCCの他インデック

スに関して、出版国・分野ごとの OA率に違いはあるのか。(3)ESCIにおいてはゴールド

OA の方がより多く引用されているのかであった。(1)についてはそれぞれグラフ・表に示

し、インデックス全体として 2013年の約 40%から 2018年の約 50%へと OA率が上昇してい

ることなどを示した。(2)について、論文数上位 20ヶ国としては新興地域における OA率

が高いこと、ゴールド OA率が高いことなどが挙げられる。(3)について、ESCI 全体におい

ても、ゴールド OAの方がより引用されているとは言えず、OA全体と非 OAに関しては出版

年が近いものでは非 OAの方がより引用される傾向にあると結論づけられる。 

 

6.2 今後の課題 
本研究では、今後の発展が見込まれる分野・地域のジャーナルを対象に収録していると

いう方針のインデックスであるという点から ESCIに注目し、主要なジャーナルを中心に

収録している WoSCC内の他インデックスとの分析を行った。しかし、広範な学術分野を取

り扱ったものとして Scopus などの他のリソースも挙げることができ、そのような複数の

リソースをもとに特定地域の OA状況を調べることが重要であると考えられる。また、今

回は論文単位でレコードの収集を行っていたが、雑誌単位で分析を行うことでより詳細な

分析が行えると考える。特に、ジャーナルのインパクトではなく多様性を確保することを

目的としているインデックスのため WoSでは A&HCI とともに付与していないものの、イン

パクトファクターを計算して比較を行うことで、分野や国ごとのインパクトについて評価

を行うことができると考えられる。 
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別表1　出版国ごとの2013年と2018年のOA普及率、および2013年出版論文の平均被引用

インデックスの欄は当該出版国がそれぞれ①SCIE、②SSCI、③ A&HCI、④ESCIに含まれていることを示す。

出版国 インデックス 論文数 ゴールド 論文数 ゴールド

ゴールド 非ゴールド 比率 OA率 OA率

ALGERIA 0.41 0.50 0.81 34 94% 67 100%

ARGENTINA 1.01 1.74 0.58 2,103 50% 2,503 48%

ARMENIA 0.39 0.36 1.09 64 44% 84 37%

AUSTRALIA 9.69 6.70 1.45 6,545 21% 7,128 28%

AUSTRIA 1.43 9.33 0.15 4,892 2% 5,475 4%

AZERBAIJAN 1.29 1.54 0.83 180 12% 317 16%

BAHRAIN - 2.74 - 153 0% 62 0%

BANGLADESH 2.47 5.69 0.43 354 51% 343 59%

BELGIUM 3.91 2.47 1.58 1,751 11% 1,454 6%

BOLIVIA 0.00 0.21 0.00 24 21% 48 19%

BOSNIA & HERCEG 5.77 0.66 8.77 161 27% 147 46%

BRAZIL 4.15 2.63 1.58 22,062 75% 23,850 83%

BULGARIA 6.25 1.58 3.94 2,271 31% 2,628 46%

BYELARUS 0.11 - - 133 100% 193 50%

CANADA 18.37 6.21 2.96 11,333 16% 11,491 26%

CHILE 2.98 2.90 1.03 3,176 29% 3,606 39%

COLOMBIA 0.85 0.87 0.97 4,218 67% 3,551 71%

COSTA RICA 2.05 0.17 12.06 546 70% 720 76%

CROATIA 4.18 2.64 1.59 4,022 47% 3,940 59%

④

①, ②, ③, ④

①, ②, ③, ④

①, ②, ③, ④

①, ③, ④

①, ②, ③, ④

①, ②, ③, ④

④

①, ④

①, ②, ③, ④

①, ②, ④

④

①, ②, ③, ④

①, ②, ③, ④

①, ④

①, ③, ④

①, ③, ④

2013年 2018年

平均被引用数

④

①, ②, ③, ④

1



CUBA 0.08 0.25 0.30 502 93% 1,031 99%

CYPRUS 6.00 9.50 0.63 9 78% 1 100%

CZECH REPUBLIC 4.73 3.40 1.39 3,687 32% 3,701 35%

DENMARK 6.27 7.40 0.85 340 11% 311 32%

ECUADOR 0.26 0.48 0.53 258 91% 797 64%

EGYPT 2.38 3.23 0.74 714 16% 801 26%

EL SALVADOR - 0.00 - 3 0% 9 0%

ENGLAND 20.50 19.70 1.04 460,218 13% 551,756 22%

ESTONIA 2.44 2.31 1.06 335 32% 357 40%

ETHIOPIA 4.57 3.45 1.33 133 71% 232 67%

FINLAND 7.96 4.13 1.93 1,581 14% 806 62%

FRANCE 2.58 9.05 0.29 19,805 9% 21,571 10%

GERMANY 21.18 17.76 1.19 80,735 10% 101,903 10%

GHANA - 1.25 - 28 0% 21 0%

GREECE 6.59 10.07 0.65 6,674 4% 10,231 7%

HONG KONG 4.97 2.44 2.04 216 17% 352 15%

HUNGARY 12.18 2.90 4.21 2,263 15% 2,720 23%

ICELAND 1.11 2.59 0.43 86 66% 81 73%

INDIA 5.30 2.83 1.87 23,764 20% 30,930 29%

INDONESIA 0.74 2.40 0.31 1,183 83% 1,803 94%

IRAN 5.34 5.39 0.99 4,942 32% 7,312 42%

IRAQ 0.36 0.00 - 80 91% 253 100%

IRELAND 0.27 17.95 0.02 15,595 0% 14,927 1%

ISRAEL 1.86 4.94 0.38 538 5% 545 6%
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ITALY 4.87 4.91 0.99 15,383 26% 15,009 31%

JAMAICA - 2.74 - 190 0% 91 0%

JAPAN 6.36 6.29 1.01 19,237 2% 17,340 6%

JORDAN - 3.20 - 292 0% 355 0%

KAZAKHSTAN 0.78 0.78 1.00 352 8% 662 4%

KENYA - 1.72 - 25 0% 23 0%

KOSOVO - 1.68 - 22 0% 97 0%

KUWAIT - 1.21 - 109 0% 165 33%

LATVIA 1.58 2.76 0.57 141 9% 425 68%

LEBANON - 0.00 - 3 0% 21 0%

LITHUANIA 2.36 4.16 0.57 1,989 14% 1,995 58%

LUXEMBOURG - 5.73 - 113 0% 72 0%

MACEDONIA 3.68 4.59 0.80 71 35% 43 56%

MALAWI 6.32 - - 25 100% 51 100%

MALAYSIA 1.88 2.20 0.86 2,548 20% 4,301 33%

MALTA 3.75 4.05 0.93 25 16% 33 64%

MAURITIUS 1.24 2.00 0.62 18 94% 6 100%

MEXICO 2.40 2.95 0.81 2,938 45% 3,412 56%

MOLDOVA 0.61 0.50 1.21 117 61% 285 28%

MONTENEGRO 1.14 0.75 1.53 198 36% 245 53%

MOROCCO - 0.85 - 13 0% 108 5%

NEPAL 2.17 2.77 0.78 148 85% 148 88%

NETHERLANDS 7.76 17.15 0.45 196,511 1% 221,058 5%

NEW CALEDONIA 9.00 - - 1 100% 1 100%①
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NEW ZEALAND 15.56 9.37 1.66 7,136 33% 10,708 59%

NICARAGUA 0.22 0.00 - 27 33% 29 38%

NIGERIA 4.90 4.56 1.07 371 42% 439 75%

NORTH IRELAND 1.36 - - 14 100% 17 100%

NORWAY 4.32 6.65 0.65 861 8% 1,921 63%

PAKISTAN 3.00 3.30 0.91 3,950 19% 4,956 18%

PARAGUAY 0.38 0.05 7.24 40 53% 44 52%

PAPUA N GUINEA - 2.30 - 10 0% 0 -

PEOPLES R CHINA 6.48 6.38 1.02 22,539 8% 21,829 11%

PERU 0.37 0.33 1.13 326 68% 605 64%

PHILIPPINES 2.89 1.58 1.83 319 12% 286 16%

POLAND 3.86 4.20 0.92 15,755 35% 17,654 50%

PORTUGAL 2.34 2.06 1.14 596 42% 892 59%

QATAR - 1.00 - 5 0% 0 -

REP OF GEORGIA - 0.72 - 36 0% 87 0%

ROMANIA 1.89 2.75 0.69 8,475 17% 8,539 21%

RUSSIA 0.75 1.61 0.47 14,401 15% 19,987 20%

SAUDI ARABIA 4.37 4.40 0.99 428 81% 333 86%

SCOTLAND 17.10 11.99 1.43 4,533 1% 3,937 5%

SENEGAL - 0.79 - 14 0% 7 0%

SERBIA 3.49 7.68 0.45 3,622 49% 3,448 56%

SERBIA MONTENEG 0.06 6.31 0.01 243 27% 652 3%

SINGAPORE 3.96 4.98 0.80 7,398 2% 9,721 3%

SLOVAKIA 2.92 3.43 0.85 1,601 24% 1,756 21%①, ②, ③, ④
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SLOVENIA 3.46 2.61 1.33 1,183 27% 1,409 32%

SOUTH AFRICA 3.54 3.03 1.17 3,585 41% 3,530 52%

SOUTH KOREA 8.01 5.71 1.40 18,754 17% 18,036 17%

SPAIN 2.30 2.80 0.82 17,120 44% 17,847 55%

SRI LANKA 0.33 2.50 0.13 148 14% 162 19%

SWEDEN 10.88 3.77 2.89 1,447 74% 671 72%

SWITZERLAND 14.97 15.18 0.99 54,582 27% 138,610 68%

TAIWAN 6.76 5.51 1.23 2,628 26% 3,059 38%

THAILAND 2.57 2.39 1.08 1,268 4% 1,178 7%

TURKEY 2.36 2.69 0.88 9,907 22% 12,556 31%

U ARAB EMIRATES 0.22 13.66 0.02 5,326 1% 2,435 1%

UNITED KINGDOM - 0.35 - 20 0% 15 0%

UGANDA 3.83 7.63 0.50 310 41% 618 78%

UKRAINE 1.18 0.92 1.29 4,047 32% 4,015 45%

URUGUAY 0.34 0.25 1.36 196 61% 215 70%

UNITED STATES - 12.16 - 1,012 0% 31 0%

VENEZUELA 0.15 0.73 0.20 1,081 13% 1,041 10%

WALES - 2.19 - 214 0% 111 0%

YUGOSLAVIA 4.22 - - 37 100% 45 100%

USA 19.80 20.26 0.98 821,875 8% 812,379 10%①, ②, ③, ④
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別表2　分野ごとの2013年と2018年のOA普及率、および2013年出版論文の平均引用

インデックスの欄は当該分野がそれぞれ①SCIE、②SSCI、③ A&HCI、④ESCIに含まれていることを示す。

分野 インデックス 論文数 ゴールド 論文数 ゴールド

ゴールド 非ゴールド 比率 OA率 OA率

Acoustics 7.91 13.66 0.58 7,640 2% 7,443 9%

Agricultural Economics & Policy 2.11 13.51 0.16 2,504 25% 2,588 35%

Agricultural Engineering 3.72 24.74 0.15 5,687 8% 4,929 19%

Agriculture, Dairy & Animal Science 5.30 12.30 0.43 10,939 13% 8,620 19%

Agriculture, Multidisciplinary 5.30 14.28 0.37 10,236 18% 11,235 22%

Agronomy 4.60 12.76 0.36 16,404 13% 11,475 22%

Allergy 10.13 24.90 0.41 3,660 7% 2,664 10%

Anatomy & Morphology 15.76 9.17 1.72 2,462 3% 3,602 3%

Andrology 10.72 11.44 0.94 514 38% 910 11%

Anesthesiology 4.52 15.92 0.28 6,120 8% 7,158 16%

Anthropology 2.03 11.38 0.18 7,144 4% 6,469 6%

Archaeology 1.48 10.09 0.15 4,817 7% 5,834 8%

Architecture 0.84 1.31 0.64 2,769 17% 3,471 22%

Area Studies 0.93 3.89 0.24 4,331 11% 4,554 14%

Art 0.59 2.31 0.25 3,662 13% 3,897 13%

Asian Studies 1.47 1.89 0.78 1,626 7% 1,756 7%

Astronomy & Astrophysics 10.59 24.11 0.44 24,139 2% 21,608 7%

Audiology & Speech-Language Pathology 7.26 13.28 0.55 4,248 5% 6,121 5%

Automation & Control Systems 4.74 24.61 0.19 18,454 3% 14,051 3%

2018年
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Behavioral Sciences 15.77 18.31 0.86 11,019 6% 10,522 8%

Biochemical Research Methods 22.98 19.97 1.15 35,462 10% 14,894 14%

Biochemistry & Molecular Biology 23.83 23.43 1.02 127,544 8% 55,386 20%

Biodiversity Conservation 9.80 19.20 0.51 9,100 9% 8,072 22%

Biology 23.06 15.36 1.50 15,032 17% 15,352 29%

Biophysics 11.12 19.54 0.57 23,848 0% 13,788 0%

Biotechnology & Applied Microbiology 23.42 19.26 1.22 56,393 23% 27,823 24%

Business 1.90 17.08 0.11 9,176 7% 11,781 12%

Business, Finance 1.94 11.10 0.17 6,939 3% 8,332 8%

Cardiac & Cardiovascular Systems 14.57 22.59 0.64 29,217 8% 20,649 16%

Cell & Tissue Engineering 30.75 31.71 0.97 3,572 15% 3,478 43%

Cell Biology 19.92 34.76 0.57 46,149 14% 28,273 27%

Chemistry, Analytical 14.21 17.25 0.82 42,149 5% 30,083 18%

Chemistry, Applied 6.11 18.61 0.33 31,708 2% 19,950 2%

Chemistry, Inorganic & Nuclear 12.64 13.22 0.96 24,867 0% 12,821 2%

Chemistry, Medicinal 11.61 14.79 0.78 30,141 4% 14,719 9%

Chemistry, Multidisciplinary 10.50 29.53 0.36 84,058 5% 92,295 23%

Chemistry, Organic 10.87 18.14 0.60 28,736 1% 18,308 2%

Chemistry, Physical 8.50 27.80 0.31 131,698 1% 100,334 1%

Classics 1.01 0.98 1.04 1,015 9% 1,048 12%

Clinical Neurology 10.83 19.34 0.56 68,137 5% 32,192 12%

Communication 1.56 9.25 0.17 5,840 14% 7,083 17%

Computer Science, Artificial Intelligence 7.24 24.16 0.30 23,468 3% 19,928 4%

Computer Science, Cybernetics 2.84 15.62 0.18 2,412 2% 2,659 2%
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Computer Science, Hardware & Architecture 0.14 12.85 0.01 9,362 0% 6,829 1%

Computer Science, Information Systems 9.06 14.98 0.60 25,930 7% 29,210 34%

Computer Science, Interdisciplinary Applications 25.32 18.36 1.38 25,933 2% 20,389 4%

Computer Science, Software Engineering 3.90 12.87 0.30 11,662 2% 10,810 3%

Computer Science, Theory & Methods 1.81 14.29 0.13 12,825 4% 12,499 2%

Construction & Building Technology 4.60 16.37 0.28 8,814 2% 15,753 8%

Criminology & Penology 2.44 8.95 0.27 2,986 4% 3,678 5%

Critical Care Medicine 28.94 27.90 1.04 7,685 5% 6,875 11%

Crystallography 1.01 11.59 0.09 9,571 17% 8,284 20%

Cultural Studies 0.96 5.18 0.19 2,872 5% 3,211 7%

Dance 0.00 0.42 0.00 336 2% 341 6%

Demography 5.47 11.68 0.47 1,382 18% 1,463 19%

Dentistry, Oral Surgery & Medicine 6.06 11.87 0.51 14,561 7% 11,398 15%

Dermatology 5.94 12.42 0.48 8,546 7% 7,199 11%

Development Studies 0.00 12.52 0.00 2,154 1% 2,622 2%

Developmental Biology 17.05 22.27 0.77 4,367 3% 4,021 4%

Ecology 24.51 24.78 0.99 29,239 15% 22,777 16%

Economics 1.79 14.18 0.13 29,072 5% 31,600 9%

Education & Educational Research 4.46 8.60 0.52 23,620 16% 28,537 25%

Education, Scientific Disciplines 6.92 11.61 0.60 8,621 11% 7,814 18%

Education, Special 1.14 11.17 0.10 2,099 0% 1,821 2%

Electrochemistry 14.80 24.31 0.61 24,757 4% 18,619 1%

Emergency Medicine 7.89 9.48 0.83 5,213 6% 6,397 11%

Endocrinology & Metabolism 13.74 22.54 0.61 24,391 7% 17,645 17%
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Energy & Fuels 14.32 29.54 0.48 47,897 3% 47,687 10%

Engineering, Aerospace 9.48 9.18 1.03 3,761 6% 6,893 11%

Engineering, Biomedical 16.80 21.18 0.79 19,817 2% 13,736 6%

Engineering, Chemical 6.55 20.41 0.32 51,530 1% 44,148 2%

Engineering, Civil 4.29 15.01 0.29 20,221 2% 29,353 7%

Engineering, Electrical & Electronic 9.33 16.51 0.57 110,643 5% 85,681 19%

Engineering, Environmental 1.71 29.05 0.06 34,010 0% 25,872 1%

Engineering, Geological 8.83 13.71 0.64 5,625 1% 6,896 2%

Engineering, Industrial 2.08 17.13 0.12 7,451 3% 9,070 4%

Engineering, Manufacturing 15.83 7,907 0% 10,281 1%

Engineering, Marine 2.15 10.54 0.20 1,164 20% 2,666 19%

Engineering, Mechanical 4.95 14.89 0.33 24,112 4% 23,555 6%

Engineering, Multidisciplinary 3.49 13.05 0.27 23,069 22% 20,604 28%

Engineering, Ocean 11.92 1,738 0% 2,389 2%

Engineering, Petroleum 3.84 5.15 0.75 2,136 7% 3,054 13%

Entomology 6.03 9.32 0.65 6,298 8% 6,724 10%

Environmental Sciences 26.92 22.27 1.21 84,290 10% 86,998 23%

Environmental Studies 17.03 29.93 0.57 12,662 10% 24,476 44%

Ergonomics 2.05 13.77 0.15 2,465 1% 3,195 1%

Ethics 6.96 9.92 0.70 4,376 7% 4,625 10%

Ethnic Studies 8.64 1,218 0% 1,315 1%

Evolutionary Biology 22.00 29.37 0.75 8,447 19% 7,746 25%

Family Studies 1.20 11.07 0.11 2,770 2% 3,575 2%

Film, Radio, Television 0.71 2.20 0.32 1,881 16% 1,577 9%

①, ②, ④

①, ②, ③, ④

①, ②, ③, ④

①, ②, ③, ④

①, ②, ③, ④

①, ②, ③, ④

①, ②, ③, ④

①, ②, ④

①, ②, ④

①, ②, ④

①, ②, ③, ④

①, ②, ③, ④

①, ②, ④

①, ②, ③, ④

①, ②, ③, ④

①, ②, ③, ④

①, ②, ④

①, ②, ④

①, ②, ③, ④

①, ②, ④

①, ②, ③, ④

①, ②, ③, ④

①, ②, ③, ④

②, ③, ④

9



Fisheries 8.15 11.85 0.69 7,262 9% 8,373 7%

Folklore 1.64 0.94 1.75 329 10% 340 13%

Food Science & Technology 7.82 16.99 0.46 35,571 6% 27,331 14%

Forestry 5.58 13.21 0.42 6,316 13% 7,125 23%

Gastroenterology & Hepatology 10.03 20.02 0.50 19,292 4% 11,114 16%

Genetics & Heredity 30.78 25.02 1.23 30,146 19% 19,801 30%

Geochemistry & Geophysics 6.78 18.80 0.36 12,585 3% 12,301 6%

Geography 1.72 16.47 0.10 6,394 13% 7,272 21%

Geography, Physical 26.35 18.12 1.45 9,777 5% 9,094 23%

Geology 7.41 12.14 0.61 3,243 12% 5,227 15%

Geosciences, Multidisciplinary 24.65 16.53 1.49 33,037 16% 29,904 16%

Geriatrics & Gerontology 18.57 19.58 0.95 8,916 10% 12,685 18%

Gerontology 18.17 16.10 1.13 4,542 6% 7,298 12%

Green & Sustainable Science & Technology 10.37 26.44 0.39 8,490 8% 26,224 39%

Health Care Sciences & Services 19.04 17.62 1.08 20,425 20% 21,238 31%

Health Policy & Services 18.21 15.59 1.17 10,077 11% 11,719 17%

Hematology 20.35 23.45 0.87 13,680 4% 9,492 8%

History 0.67 2.09 0.32 12,771 16% 13,846 17%

History & Philosophy Of Science 1.85 6.50 0.29 6,557 5% 6,897 5%

History Of Social Sciences 0.13 4.52 0.03 1,674 0% 1,564 1%

Horticulture 4.32 11.97 0.36 4,457 8% 4,958 10%

Hospitality, Leisure, Sport & Tourism 2.04 13.80 0.15 4,352 14% 5,509 15%

Humanities, Multidisciplinary 0.46 1.71 0.27 8,385 19% 10,493 24%

Imaging Science & Photographic Technology 11.27 20.40 0.55 4,867 2% 4,728 6%
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Immunology 22.49 22.02 1.02 29,059 10% 23,199 24%

Industrial Relations & Labor 8.20 8.15 1.01 1,467 14% 1,410 15%

Infectious Diseases 18.47 18.29 1.01 18,032 19% 16,219 32%

Information Science & Library Science 2.83 13.02 0.22 7,060 10% 7,578 11%

Instruments & Instrumentation 13.51 15.88 0.85 24,269 9% 23,953 28%

Integrative & Complementary Medicine 10.91 14.11 0.77 6,512 27% 5,503 38%

International Relations 1.39 8.57 0.16 4,558 6% 4,889 7%

Language & Linguistics 0.69 4.85 0.14 10,324 13% 11,452 17%

Law 0.61 4.32 0.14 10,226 9% 10,452 13%

Limnology 10.53 16.81 0.63 3,485 3% 2,806 4%

Linguistics 3.03 9.28 0.33 9,869 4% 12,020 5%

Literary Reviews 0.36 2,174 0% 1,978 0%

Literary Theory & Criticism 0.21 0.67 0.32 1,096 22% 1,295 26%

Literature 0.47 1.42 0.33 4,954 12% 4,995 17%

Literature, African, Australian, Canadian 1.17 229 0% 130 0%

Literature, American 1.41 493 0% 463 0%

Literature, British Isles 0.03 1.14 0.03 438 7% 382 10%

Literature, German, Dutch, Scandinavian 0.00 0.53 0.00 511 2% 493 1%

Literature, Romance 0.35 0.48 0.72 2,491 19% 2,703 21%

Literature, Slavic 0.28 374 0% 556 0%

Logic 3.46 4.13 0.84 1,177 10% 1,165 10%

Management 1.45 17.74 0.08 15,312 7% 17,868 9%

Marine & Freshwater Biology 8.82 14.63 0.60 13,809 4% 12,248 9%

Materials Science, Biomaterials 23.68 27.67 0.86 9,319 1% 8,565 2%
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Materials Science, Ceramics 6.31 11.19 0.56 4,778 5% 6,950 4%

Materials Science, Characterization & Testing 9.79 2,908 0% 4,772 0%

Materials Science, Coatings & Films 9.47 15.55 0.61 10,842 0% 10,890 4%

Materials Science, Composites 1.71 18.12 0.09 4,213 0% 7,002 1%

Materials Science, Multidisciplinary 14.48 28.24 0.51 115,911 2% 183,028 10%

Materials Science, Paper & Wood 10.87 9.51 1.14 1,892 27% 3,041 31%

Materials Science, Textiles 4.12 12.51 0.33 2,904 3% 3,901 10%

Mathematical & Computational Biology 19.92 20.19 0.99 8,985 31% 8,496 30%

Mathematics 4.09 4.92 0.83 32,122 15% 33,669 12%

Mathematics, Applied 4.53 8.50 0.53 46,494 18% 29,195 8%

Mathematics, Interdisciplinary Applications 4.26 12.52 0.34 15,695 20% 14,396 22%

Mechanics 5.93 16.61 0.36 24,961 2% 25,440 4%

Medical Ethics 7.47 10.58 0.71 1,695 15% 2,184 20%

Medical Informatics 27.16 13.53 2.01 4,677 16% 5,481 31%

Medical Laboratory Technology 7.74 11.22 0.69 3,533 3% 4,632 5%

Medicine, General & Internal 9.27 24.24 0.38 34,336 29% 39,554 53%

Medicine, Legal 0.50 10.23 0.05 2,594 0% 4,048 3%

Medicine, Research & Experimental 13.79 22.13 0.62 29,960 25% 32,091 28%

Medieval & Renaissance Studies 0.57 1.21 0.47 1,291 27% 1,277 30%

Metallurgy & Metallurgical Engineering 4.54 13.44 0.34 20,743 3% 27,172 9%

Meteorology & Atmospheric Sciences 27.01 22.36 1.21 19,294 24% 16,774 30%

Microbiology 28.48 19.91 1.43 27,406 9% 22,758 31%

Microscopy 10.43 934 0% 1,453 4%

Mineralogy 10.46 15.87 0.66 2,518 1% 5,251 15%
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Mining & Mineral Processing 2.34 8.84 0.26 2,488 7% 4,963 25%

Multidisciplinary Sciences 23.15 48.71 0.48 55,484 75% 71,831 79%

Music 0.26 2.90 0.09 2,337 6% 2,379 10%

Mycology 17.54 13.95 1.26 2,171 7% 2,621 17%

Nanoscience & Nanotechnology 17.92 37.04 0.48 57,454 7% 71,612 11%

Neuroimaging 29.20 29.10 1.00 4,528 3% 4,050 16%

Neurosciences 16.96 22.88 0.74 62,131 10% 45,258 20%

Nuclear Science & Technology 5.58 7.88 0.71 12,809 2% 9,653 5%

Nursing 4.51 9.25 0.49 16,809 8% 18,200 6%

Nutrition & Dietetics 16.66 21.25 0.78 15,244 12% 14,939 23%

Obstetrics & Gynecology 10.14 15.62 0.65 16,640 7% 13,368 13%

Oceanography 12.12 14.49 0.84 6,737 8% 11,157 7%

Oncology 15.44 23.37 0.66 63,605 11% 44,791 20%

Operations Research & Management Science 0.56 16.93 0.03 13,786 0% 13,392 1%

Ophthalmology 9.68 14.05 0.69 12,692 15% 10,271 24%

Optics 18.67 14.36 1.30 44,394 13% 32,971 18%

Ornithology 15.27 7.17 2.13 1,132 2% 2,108 6%

Orthopedics 10.58 16.70 0.63 23,642 9% 14,662 19%

Otorhinolaryngology 4.68 10.68 0.44 7,249 6% 8,991 11%

Paleontology 7.66 11.05 0.69 2,685 5% 4,254 6%

Parasitology 21.60 13.95 1.55 7,552 49% 8,300 49%

Pathology 12.28 17.18 0.71 11,179 9% 9,797 12%

Pediatrics 9.03 13.47 0.67 23,410 5% 20,218 12%

Peripheral Vascular Disease 8.30 24.02 0.35 11,852 2% 7,951 5%
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Pharmacology & Pharmacy 13.14 15.96 0.82 59,885 6% 43,195 15%

Philosophy 1.02 3.23 0.32 10,018 14% 10,577 16%

Physics, Applied 16.82 23.23 0.72 88,524 2% 99,170 8%

Physics, Atomic, Molecular & Chemical 8.21 19.26 0.43 31,535 2% 19,482 1%

Physics, Condensed Matter 4.32 30.16 0.14 42,032 1% 52,948 1%

Physics, Fluids & Plasmas 7.56 13.61 0.56 12,468 1% 10,152 1%

Physics, Mathematical 4.35 11.70 0.37 12,369 2% 11,214 2%

Physics, Multidisciplinary 17.25 14.59 1.18 28,759 7% 24,281 16%

Physics, Nuclear 9.81 10.95 0.90 7,896 4% 7,009 16%

Physics, Particles & Fields 10.26 19.25 0.53 11,835 4% 12,764 37%

Physiology 16.05 16.48 0.97 15,892 8% 13,801 29%

Plant Sciences 11.15 17.00 0.66 33,574 8% 23,703 21%

Poetry 0.52 247 0% 192 3%

Political Science 1.03 8.80 0.12 9,175 6% 9,711 9%

Polymer Science 11.75 20.06 0.59 25,832 1% 23,902 7%

Primary Health Care 8.94 12.84 0.70 3,498 25% 2,175 38%

Psychiatry 14.93 20.13 0.74 33,828 6% 32,537 14%

Psychology 17.77 19.15 0.93 14,427 9% 14,112 9%

Psychology, Applied 4.31 15.66 0.28 4,591 3% 5,621 4%

Psychology, Biological 1.56 18.94 0.08 3,379 0% 4,133 1%

Psychology, Clinical 9.61 18.11 0.53 10,194 1% 11,111 4%

Psychology, Developmental 21.30 6,079 0% 7,202 4%

Psychology, Educational 1.81 16.09 0.11 2,534 2% 2,984 3%

Psychology, Experimental 8.87 18.76 0.47 10,315 2% 11,909 4%
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Psychology, Mathematical 16.19 705 0% 869 0%

Psychology, Multidisciplinary 10.52 16.13 0.65 10,483 16% 12,363 30%

Psychology, Psychoanalysis 0.00 3.04 0.00 788 3% 733 2%

Psychology, Social 1.25 15.95 0.08 3,920 0% 4,038 2%

Public Administration 1.46 10.95 0.13 2,241 5% 2,646 7%

Public, Environmental & Occupational Health 14.24 15.93 0.89 52,728 19% 46,165 36%

Quantum Science & Technology 1.35 12.32 0.11 3,353 2% 2,536 11%

Radiology, Nuclear Medicine & Medical Imaging 15.90 18.85 0.84 24,716 8% 22,603 11%

Regional & Urban Planning 0.55 16.56 0.03 2,403 0% 3,170 1%

Rehabilitation 11.31 12.43 0.91 12,728 8% 12,408 6%

Religion 0.58 2.15 0.27 7,177 11% 7,968 18%

Remote Sensing 19.54 19.44 1.00 5,469 10% 9,222 50%

Reproductive Biology 14.76 16.61 0.89 4,799 4% 3,861 7%

Respiratory System 11.40 20.29 0.56 12,547 6% 10,559 20%

Rheumatology 14.62 21.51 0.68 4,672 19% 7,561 20%

Robotics 7.64 17.00 0.45 2,184 21% 4,148 24%

Social Issues 1.06 9.58 0.11 2,481 9% 2,822 12%

Social Sciences, Biomedical 8.87 15.80 0.56 4,975 4% 5,278 8%

Social Sciences, Interdisciplinary 1.34 9.11 0.15 10,095 16% 10,944 24%

Social Sciences, Mathematical Methods 6.63 13.92 0.48 4,086 2% 4,084 4%

Social Work 0.39 8.12 0.05 3,137 4% 3,667 5%

Sociology 1.28 10.75 0.12 7,164 6% 7,853 9%

Soil Science 5.75 16.54 0.35 5,797 7% 7,276 8%

Spectroscopy 4.72 12.28 0.38 10,019 2% 9,369 3%
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Sport Sciences 7.62 16.63 0.46 12,120 8% 11,799 13%

Statistics & Probability 34.94 13.91 2.51 12,987 1% 12,524 2%

Substance Abuse 9.13 18.38 0.50 6,395 3% 6,029 5%

Surgery 5.83 14.45 0.40 57,892 4% 35,813 7%

Telecommunications 8.72 17.09 0.51 23,906 8% 26,775 35%

Theater 0.06 0.83 0.08 1,192 3% 1,242 7%

Thermodynamics 4.92 18.63 0.26 24,168 5% 11,397 6%

Toxicology 33.41 16.60 2.01 17,525 7% 11,938 10%

Transplantation 0.46 19.20 0.02 6,480 1% 3,662 7%

Transportation 7.96 15.99 0.50 4,605 2% 6,570 4%

Transportation Science & Technology 2.57 16.03 0.16 6,150 4% 9,170 10%

Tropical Medicine 16.78 10.61 1.58 3,830 57% 4,692 74%

Urban Studies 1.72 14.70 0.12 3,079 5% 4,014 11%

Urology & Nephrology 8.87 16.21 0.55 11,158 10% 10,603 24%

Veterinary Sciences 5.85 9.34 0.63 15,199 14% 14,521 23%

Virology 32.97 18.81 1.75 7,147 18% 8,877 23%

Water Resources 19.70 16.15 1.22 23,061 7% 20,443 19%

Women's Studies 0.35 10.61 0.03 2,161 4% 2,330 3%

Zoology 7.91 10.02 0.79 13,010 11% 12,594 13%
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